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Yo Haiku
sophiee Crystal: こんばんｈさ。

Almond Andel: こんばんは

marube Oh: こんばんは

Almond Andel: ソフィーさん、merumeruさん、ようこそ

panda Kidd: こんばんわ

sophiee Crystal: こんばんは。

Mogura Yokosuka: こんばんは

Almond Andel: モグラさん、こんばんは

MELLMELL Akina: ブログ拝見してお邪魔しました

marube Oh: お座りになってください

panda Kidd: ようこそでーす、お気軽に～

panda Kidd: どこでもいいので、おすわりくださいな

marube Oh: こんばんは

MELLMELL Akina: ありがとうございます。それではお言葉に甘えて。

Almond Andel: Yoさん、こんばんは。

marube Oh: こんばんは

Almond Andel: 今夜はよろしくお願いします

Yo Haiku: こんばんは！

MELLMELL Akina: どうぞよろしくおねがいします

Yo Haiku: こちらこそ！

Almond Andel: 時間になっているのですが、もう少し、待ちましょう

loveheart Bluebird: こんばんは＾＾

Almond Andel: こんばんは

panda Kidd: kおんばんわー

Naoyuki Mertel: こんばんは～＾＾

marube Oh: こんばんは～

loveheart Bluebird: 宜しくお願い致します＾＾

Hose Pera: こんばんは

Hose's translator: こんばんは

marube Oh: みなさん座ってください～

Yo Haiku: こんばんは

Hiroshi Kumaki: こんばんは。遅くなりました。

Haruka McMahon: こんばんはー

Almond Andel: こんばんは

Shinkoro Miles: こんばんわ

Almond Andel: そろそろはじめますよー

Almond Andel: みなさん、すわってください

Almond Andel: まだ、こられる方もいらっしゃるかもしれませんが

Almond Andel: そろそろ始めさせていただきたいと思います。

Almond Andel: Yoさん、いいですか？

Yo Haiku: はーい

Almond Andel: はい。では、今日の講師を紹介しますね

Almond Andel: YoHaikuさん、RLでは、有坂陽子さんといって

Almond Andel: 日本人ですｗ

Naoyuki Mertel: よろしくおねがいします～＾＾

Almond Andel: 鎌倉がご出身で、高校生のときにアメリカに留学なさり

Almond Andel: 米国の大学で最初はアートを

Almond Andel: のちに哲学に転じられ

Almond Andel: カリフォルニアの大学で

Almond Andel: 哲学を教えてらっしゃいました

Almond Andel: 5年前にドイツに移られ

Almond Andel: （たしか、ご結婚なさってだったと思います

Almond Andel: オフレコでなければ）

Almond Andel: ｗ

Yo Haiku: そうでーす

Almond Andel: 今は、ハノーバー哲学研究所のフェローをなさり

caz Quar: こんばんは　よろしくお願いします

Almond Andel: この3月から、哲学を教えていらっしゃいます

Almond Andel: 今日は、このキラジャパンでもセミナーを持っていただけるということで

Yo Haiku: よろしくお願いします！

Almond Andel: 初回として、カジュアルなディスカッションをお願いしています

Almond Andel: よろしくお願いします
marube Oh: おねがいします

MELLMELL Akina: よろしくおねがいします

caz Quar: ＾＾

Hiroshi Kumaki: よろしくお願いします。

Naoyuki Mertel: よろしくおねがいします＾

Yo Haiku: 日本は１９８０年に出て以来ｄすので日本語がちょっと変なことがあるかもしれませんが

Yo Haiku: よろしくお願いします

Yo Haiku: まずは

Yo Haiku: では、皆さんに質問です。

Yo Haiku: 哲学、というと、

Yo Haiku: どんなことを考えるものだとお考えでしょうか。

Yo Haiku: はい、どしどしどうぞ。

marube Oh: 人間の存在意義

Mogura Yokosuka: 視点を変えること

Yo Haiku: はい、Ohさん、「なぜ生きるか」ですね。

Naoyuki Mertel: 論理的な考え方

Almond Andel: 自分を知ること、世界を知ることのひとつの方法

Haruka McMahon: 世界の意味

Shinkoro Miles: 悟り

MELLMELL Akina: 何派哲学でしょ？それじゃなきゃ、おおよそ人間にかかわることすべて「哲学」といえないこともない

Nada Altney: (こんばんは）

Almond Andel: （こんばんは、おすわりください）

Hiroshi Kumaki: こんばんは。

Hiroshi Kumaki: そういう意味では

Hiroshi Kumaki: 存在そのもの

Yo Haiku: そうです、一番おおきな意味での哲学は

MELLMELL Akina: こんばんは

Hiroshi Kumaki: そもそも

Hiroshi Kumaki: いるとかあるとか

caz Quar: 本質の根本を考える？

caz Quar: こんばんは

Yo Haiku: 学問というよりも「生き方」に近いですね。

Almond Andel: （哲学というと、どういうことを考えるものだと思うか、をいっています）

MELLMELL Akina: 「我思う。ゆえに我あり」ですからねー。おおよそなんでも「哲学」ですかな？

Yo Haiku: 私たちの毎日の生活の中にも哲学はたくさんあります。

Yo Haiku: 存在、根本性、本質、世界、

Yo Haiku: 自分、時間、

Yo Haiku: すべてテーマになりますが、

Yo Haiku: では

Yo Haiku: 何が「哲学」なんであって

Yo Haiku: 何がそうでないものなんでしょう。

Haruka McMahon: そう言われるとすべてが哲学のような気がしてきます

Hiroshi Kumaki: うん

Yo Haiku: すべてのテーマ「は哲学的」に語ることができます。

Yo Haiku: 「哲学的に」というのは、

Yo Haiku: 一歩さがって、そのテーマを

MELLMELL Akina: 数学や天文学なんていうのも「哲学」から生まれたときいてます。「０」の概念は非常に哲学的、と。

Yo Haiku: 本質的に、というか、「それがどういうものなんだろう」っと

Yo Haiku: できるだけ偏見やそれまでの意見を除いて

Yo Haiku: 考え直してみることです。

Yo Haiku: ですから

Yo Haiku: 哲学は、そういう意味では

Yo Haiku: 「内容」よりも「メソッド」に近いかも

Yo Haiku: しれません。

Yo Haiku: テーマは本当になんでもよいのです。

Yo Haiku: 「哲学的」でなくても、

Naoyuki Mertel: なるほど～

MELLMELL Akina: ひとりひとり、それぞれ別の「哲学」があっていい、というわけですか？

Yo Haiku: スポーツの哲学、食の哲学、

Yo Haiku: 「自分なりの哲学」ももちろんありです。（たとえば

Yo Haiku: 実存主義などそうです。）

Yo Haiku: 他にない自分だけの「これが自分だ」を追求すふのです。

MELLMELL Akina: 実際、アリストテレスもカントもニーチェも「自分の哲学」といえないこともないですね

Yo Haiku: 英語はauthenticityという言葉デス。

Yo Haiku: ありsとテレ巣、カント、ニーチェ、それぞれ

Yo Haiku: 強調点はちがいますが、

Yo Haiku: 皆哲学的に（システマティックに）それぞれの問題を

Yo Haiku: 追求しています。

Yo Haiku: ここでは

Yo Haiku: 皆さんは

Yo Haiku: トピックを掘り下げてみたいでしょうか、

Yo Haiku: それとも

Yo Haiku: 誰々の哲学を知りたい、という

Yo Haiku: 興味でしょうか、

Yo Haiku: どちらでもいいですよー。

marube Oh: 私は大学のときにちょっとだけ習ったきりなので、

panda Kidd: うーん、私は「誰々の」というほど、各人をよく分かっていないです。名前は聞いたことあるけれど・・・くらいで。

Hiroshi Kumaki: /

marube Oh: 全体的なことを知りたい。。

Hiroshi Kumaki: どうなんでしょう？

Hiroshi Kumaki: 勿論

Hiroshi Kumaki: トピックにも

Hiroshi Kumaki: 個々の哲学者にも

Hiroshi Kumaki: 関心はありますが、

Hiroshi Kumaki: 最初におっしゃった

Hiroshi Kumaki: 哲学的にものを考えるという

Hiroshi Kumaki: そうですね

Hiroshi Kumaki: より

Hiroshi Kumaki: 全体的な

Hiroshi Kumaki: ところから

Hiroshi Kumaki: お話伺えると。。。

Yo Haiku: とにかく哲学の面白みは「やってみるおこと」です

Hiroshi Kumaki: やってみる。。。

Yo Haiku: おっけい

Yo Haiku: では全体的な

Yo Haiku: ところから

panda Kidd: はい、初歩のところから・・・。

Yo Haiku: いってみますか

Hiroshi Kumaki: はい、ありがとうございます。

Naoyuki Mertel: はい＾

Yo Haiku: ではどなたか、

Nada Altney: お願いします

Yo Haiku: 「この質問！」

Yo Haiku: というのがありましたら

Yo Haiku: 提案どうぞ、

Yo Haiku: 少しそのテーマを

panda Kidd: 先程の話を聞いてというので１つ、伺ってみたいのですが、質問ノ

panda Kidd: いいですか？

Yo Haiku: 皆さんと考えてみましょう

Yo Haiku: はいどうぞ！

panda Kidd: 「哲学とは何か」を具体的にメソッドとする場合、例えば数式を計算することは、「今更あえて哲学でやらなくてもいい、効率が悪い」として、哲学じゃないものと考えてもいいでしょうか？専門特化した他の分野に明け渡した方が、いいという意味で。

Yo Haiku: そうですね、数式を計算する、

Yo Haiku: これは特有のメソッドとして哲学以外の分野（物理、数学など）に

Yo Haiku: 属しますが、

Yo Haiku: 哲学の中にも「数学の哲学」や物理哲学もあります、違いは

Yo Haiku: 計算を他の用途に使うか、

Yo Haiku: それとも「計算するということはそもそもどのようなことなのか」

Yo Haiku: というように、計算自身を考えてみる、というアプローチの違い

Yo Haiku: があります。

Mogura Yokosuka: 科学や数学では他の人にも意見が一致することが多いような気がしますが、

音楽や文学や美術などではどうして意見が割れたりするのでしょうか？

Yo Haiku: そうです

panda Kidd: なるほど、ありがとうございます

Yo Haiku: 科学、数学、エンジニアリング、では「客観性」が重要です

Yo Haiku: （でないと、サイエンスが成り立ちません）

Yo Haiku: だけど、文学、芸術、

Yo Haiku: などの分野は

Yo Haiku: 各自の「見解」を皆にわかってもらう、という

Yo Haiku: 「主観を客観にうつす」という

Yo Haiku: 作業が必要です、

Yo Haiku: これは哲学にもいえることです。

Yo Haiku: 自分の世界、自分の見解、

Yo Haiku: これはユニークなもので

Yo Haiku: 世界に二つとないものです。

Yo Haiku: それに焦点をあて

Yo Haiku: 「表現」する、

Yo Haiku: そういう意味では

Yo Haiku: 哲学も芸術的です。

Yo Haiku: 違いは、

Yo Haiku: 哲学ｎ場合

Yo Haiku: 言語がミディアムとなり、

Yo Haiku: 分析的、システム的な思考を通して

Yo Haiku: いろいろなことをよりクリアに表現しようとする、

Yo Haiku: という特徴がありますが、

Yo Haiku: 残念なところ

Yo Haiku: ほとんどの哲学は

Yo Haiku: 「クリア」というより

Yo Haiku: 「難解」になりがちなので

Yo Haiku: どうも哲学は

Yo Haiku: きらわれものです

Hiroshi Kumaki: ｗ

panda Kidd: ありゃｗ

Yo Haiku: でもそんなことはないのです！

marube Oh: 説明が難しいからかな。。。

Hiroshi Kumaki: うん

Mogura Yokosuka: 「主観を客観にうつす」作業がより説得的であるものが客観性に近いということでしょうか？

Naoyuki Mertel: ある程度の基礎知識が要るのかもですね

Hiroshi Kumaki: 何故難解になりがちなのでしょうか？

Yo Haiku: （パーティーで「哲学やってます」というとまず皆ドン引きになります、お気をつけて。）

comet Morigi: テレビでは、科学番組・美術番組があって、紹介役として機能しているけど、哲学番組というのは、何故かあまり見かけません。ドイツのテレビでは、どうでしょうか。

Hiroshi Kumaki: あはは。ｗ

Mogura Yokosuka: はは

Nada Altney: ｗ

Naoyuki Mertel: ｗｗｗ

panda Kidd: どんびき・・・気難しそうに思われるからかなｗ

comet Morigi: 「無駄じゃょ。無駄。」「全ては無駄であることについて」ムーミン谷

Yo Haiku: 哲学の国ドイツでも哲学は人気ありません

MELLMELL Akina: 哲学、人間の本質をばしばし見抜くから、「まっとうなことをいう」から、それで、聞く耳もてる人が少ないんだよ。正論に耳かさないからね

Hiroshi Kumaki: へぇー

marube Oh: ほ～。。

Almond Andel: 宗教は、哲学なんでしょうか。ある意味

Yo Haiku: 宗教も哲学的なところはたくさんありますが、

comet Morigi: じゃ、通俗な科学や美術があるように、通俗な哲学は、牧師や坊主が引き受けてるの？

MELLMELL Akina: 僕は仏教ですが、仏教はむしろ「科学」かと。

Yo Haiku: そういう部分もあります

Yo Haiku: （仏教はすごいです）

Yo Haiku: たとえば

MELLMELL Akina: まぁ、科学と哲学の線引きも実際あやふやなんですが。

panda Kidd: どうでしょう、哲学の「私は人間の本質をバシバシ見抜いていますから、正論で私は分かっていますから」っていうのが、なんか俗物には嫌らしく聞こえてしまうのかもｗ＞MELLMELLさんの指摘を聞いてちょっと思ったところｗ

Almond Andel: 仏教のどこが凄い、と？

Yo Haiku: 哲学にはよくつきまとう偏見みたいのも多いです。

Yo Haiku: でも「本質がわかっている」といった時点で

Yo Haiku: もう考えがとまっているようなので、

Hiroshi Kumaki: うんうん

Hiroshi Kumaki: すでに

Hiroshi Kumaki: 哲学やめてますね。＾＾

Yo Haiku: それでは実は哲学失格！なのです。

Yo Haiku: 正論がわかっていますから、もだめです！

Yo Haiku: メソッドとしての哲学は

Yo Haiku: ずっとずっとつづくものなので

Yo Haiku: 「俺はもうわかった」ということは

marube Oh: 答えが無いのか。。

Yo Haiku: ないのです

Naoyuki Mertel: 追い求め続けるんですね

Yo Haiku: それぞれの地点での答えは

Yo Haiku: 自分なりに得ることはできます

Yo Haiku: ただそれが「最終地点」なのでなく、

Yo Haiku: その「道」が「哲学する」ということで

caz Quar: でも判ったと悟った時は、自分なりの哲学ができたのではないでしょうか。

caz Quar: その先を進むかですね。

Naoyuki Mertel: 答えの内容というよりは、過程に重きがありそうですね

Yo Haiku: 「判った」の悟りは重要です。

Yo Haiku: でもそこでやめるのではなく、

Yo Haiku: それを基点として

Yo Haiku: いつも心を空にして次へすすむのです

Hiroshi Kumaki: ある意味では

Hiroshi Kumaki: わかった、が出発点になるのですね

Yo Haiku: 「答えがない」といえるかもしれませんが、

Hiroshi Kumaki: それは目的。。。終着点ではないと

Yo Haiku: そうです、わかった、は基点、または途中のステップです。

Yo Haiku: 答えはそれぞれ小さなステップでやってきます

marube Oh: たくさんの疑問がでてきましたね。。

MELLMELL Akina: 仏教でいうところの「見牛の悟り」ってやつですね。「悟りが少し見えて来た状態」のこと

Yo Haiku: 「最終の答え」「正確な答え」がない！、っと

Yo Haiku: 嘆くなたもたくさんいますが、

Yo Haiku: 人生そういうものなのです

Nada Altney: 短気じゃできないですね

panda Kidd: まさに、人生や学問とはそういうものなのかもしれないですが、モチベーションを保つのが大変そうだなぁ・・・。

marube Oh: なるほど。。。

marube Oh: 考えること。。。が、、、哲学。。

MELLMELL Akina: 見牛の悟りのあとに、「得牛のさとり」というのがあります。「さとるにはさとったが、自分のものになっていない」状態

Yo Haiku: 禅の十牛図、最高ですね

Haruka McMahon: 十牛図の例えだと、むしろ8番目で悟ってから、9番10番でまた日常へ立ちかえってくるあたりに近いのかなと感じました＜見牛の悟り

Hiroshi Kumaki: はい

Yo Haiku: そうです

Yo Haiku: モチベーション

Yo Haiku: そうですね、そういうアプローチが好きでないと大変かも

MELLMELL Akina: 宗教色まったく排してみても、禅の十牛図はいいとおもうんで、一度ごらんいただけるかといいと思います

Almond Andel: 時間に、なりましたね

Yo Haiku: おお、あっという８間ですね

marube Oh: なんか話が尽きないですが、、、

Yo Haiku: 次回どうしいましょう

Haruka McMahon: 十牛図、ありました http://eng.alc.co.jp/newsbiz/hinata/2009/02/post_548.html

Hiroshi Kumaki: それこそ

marube Oh: 質問がたくさんでましたよね。。

Hiroshi Kumaki: 終わりがない。。。ｗ

Yo Haiku: どうも

MELLMELL Akina: そういえばＹｏさん鎌倉出身だから、禅寺おおかったのかな？

Yo Haiku: うちの母が実は禅堂の料理人なのです

Almond Andel: 次回も、このディスカッションを続けましょうか？

Hiroshi Kumaki: はい

marube Oh: このディスカッション面白いです。

Hiroshi Kumaki: いいですね

caz Quar: 座禅面白いですよね

marube Oh: 続きを聞きたいですね。

Yo Haiku: 私も８３年に座禅をはじめました

Haruka McMahon: おー

marube Oh: へ～

caz Quar: ＾＾

Yo Haiku: 今はドイツでやるところｈがないまだみつかってないのですが

marube Oh: （やったことない）

caz Quar: 私も昨年からはじめました

Yo Haiku: 子子供たちがまだ小さいので禅ところではなく。。。

MELLMELL Akina: ベルギーだと禅宗、カルト認定なんだって。なんでだろ？

panda Kidd: 意外と（なんて失礼か？）禅って身近なんですね・・・

Haruka McMahon: あらら

caz Quar: インスパイヤーされますよね

Yo Haiku: ばたばたしております

Hiroshi Kumaki: 寧ろ十牛図や曼荼羅は

Yo Haiku: 禅は身近です

Hiroshi Kumaki: 海外での方が有名かもしれないですね

Yo Haiku: 哲学だって身近なんだけど。。。

caz Quar: そうなんですか

Hiroshi Kumaki: 日本人には

Hiroshi Kumaki: 身近すぎるのかも。

Yo Haiku: たしかに禅はアメリカ、ドイツ、でのほうが

Yo Haiku: 日本よりもよく聞くかも知れない。。。

Yo Haiku: まあ日本でも

Yo Haiku: 「お寺で座る」はあちこちでありますが

Almond Andel: 哲学が、どういうふうに身近なのか、

Almond Andel: ぜひ、お伺いしたいと思いますが

Almond Andel: そろそろ、一度、しめませていただきますね

MELLMELL Akina: 曹洞宗、臨済宗のお寺で頼んでみてくださいね＞身近な禅

Almond Andel: それでは、次回もこの形のディスカッションということで

marube Oh: はい。

Yo Haiku: はい、

Almond Andel: えーと、次回は、4月最初の火曜日ということで

Almond Andel: よいでしょうか

Hiroshi Kumaki: はい

Almond Andel: （どさくさにまぎれて、お願いしてます、実は）

marube Oh: 楽しみにしてます。

Hiroshi Kumaki: ｗ

Haruka McMahon: ＾＾；

caz Quar: はい。楽しみです＾＾

Yo Haiku: ６日ですね

Almond Andel: はい！

Nada Altney: よろしくお願いします

Yo Haiku: おーけーです

Almond Andel: よかった。ありがとうござimasu

Almond Andel: masu

Yo Haiku: よろしくお願いします

Hiroshi Kumaki: 楽しみにしています。

Almond Andel: 次週のキラカフェの予告ですが

Yo Haiku: 次回は何かひとつ

Almond Andel: はい

Yo Haiku: トピックでもきめてディスカッションしてみますか

Yo Haiku: たとえば

Yo Haiku: うーん、

MELLMELL Akina: サイコロジーとフィソロジーの関係についての考察をひとつおねがいします

Yo Haiku: サイコロジーとの違い、共同点、ですか、

Yo Haiku: では「自我」について

Yo Haiku: なんてどうでしょう、

panda Kidd: よろしくお願いします

caz Quar: 知りたいです！！

Yo Haiku: 心理学での自我、哲学での自我

Almond Andel: おもしろそうです

marube Oh: では、次回はそれでお願いします！！！

Naoyuki Mertel: いいですね＾＾

Haruka McMahon: 楽しみ＾＾

Yo Haiku: おっけいでは次回は

MELLMELL Akina: 僕、専門はサイコロジーが専門なんです。実は。

Yo Haiku: 自我でいきましょう

Almond Andel: ありがとうございます

Almond Andel: 楽しみですねー

panda Kidd: はい

Almond Andel: じゃ、pandaさん

Yo Haiku: おおではMellmellさんが心理学者で

Almond Andel: 来週の予告をお願いできますか？

Mogura Yokosuka: ありがとうございまず

MELLMELL Akina: 学者じゃないですーＴＴ　大学の学生でしかないですよ

Hiroshi Kumaki: あれ？

Hiroshi Kumaki: パンダさーん！

panda Kidd: はい

panda Kidd: あっ、ごめんなさい、Almondさんの言葉を見逃していました

Almond Andel: ｗ

panda Kidd: えーと、来週はですね、２月２日に一度ながれてしまった内容なのですが、

panda Kidd: 「参加・同期・協調」をテーマとして、セカンドライフにて表現や演出を研究 されているTramp Noelさんに、お話を伺います。

Hiroshi Kumaki: お

Hiroshi Kumaki: もしや！

Hiroshi Kumaki: おお

panda Kidd: はい、お待たせしましたｗ

panda Kidd: 前回、ちょうどSLの臨時メンテナンスになってしまいましたが、

marube Oh: 次回はメンテナンスが無いことを祈りましょう！

Hiroshi Kumaki: ＾＾

Nada Altney: ＾＾

Haruka McMahon: ＞＜

panda Kidd: Tramp Noelさんをお迎えして、セカンドライフの特性・メタバースの特性などを踏まえて、「参加型・協調」とは何か、何がSLの魅力をもって人をひきつける演出か、お話をしていただきます。

panda Kidd: 場所はいつもどおり、ここで２２時から２３時までです。

panda Kidd: よろしくお願いいたします。

Almond Andel: というわけで、哲学入門セミナー、このへんでいったんお開きにしましょう。

marube Oh: はい。

Almond Andel: もし、時間に余裕があられたら

Haruka McMahon: ありがとうございましたー

Shinkoro Miles: ありがとうございましたｗｗ

Almond Andel: Yoさんにお話くださってもいいと思います

sophiee Crystal: ありがとうございました

Almond Andel: Yoさんにお時間があれば、

Almond Andel: ということだけれども

Hiroshi Kumaki: ありがとうございました。

Hiroshi Kumaki: また次回も楽しみにしてます。

marube Oh: ありがとうございました！

panda Kidd: ありがとうございましたー

Almond Andel: 今日は、どうもありがとうございました

caz Quar: ありがとうございました＾＾

Naoyuki Mertel: ありがとうございましたー＾＾

Yo Haiku: でわどうも！

Hiroshi Kumaki: それではすみません、お先に失礼します。

MELLMELL Akina: ありがとうございましたｍ（　）ｍ

philia Blessed: ありがとうございました。

Hiroshi Kumaki: みなさん、あｍたです。

Hiroshi Kumaki: またです。

sophiee Crystal: それではお先に失礼します

Nada Altney: ありがとうございました

Almond Andel: おつかれさま

Nada Altney: それではまた

marube Oh: それでは。

Naoyuki Mertel: ではでは。失礼します＾＾

MELLMELL Akina: おつかれさまー

panda Kidd: お疲れ様でした

Almond Andel: おやすみなさい

Yo Haiku: ではありがとうございました、失礼します！

philia Blessed: ではまた＾＾　失礼いたします

Haruka McMahon: おつかれさまー

Yo Haiku: ドイツよりおやすみなさい

Almond Andel: ありがとうございました！

philia Blessed: おやすみなさい

Mogura Yokosuka: おやすみなさい

MELLMELL Akina: Gute Nacht

philia Blessed: ぐーてんなはと

Almond Andel: それでは、おやすみなさい

panda Kidd: ^^

Haruka McMahon: おつかれさまでしたー
